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1．問題の所在

近年，日本における女子サッカーは日本代表・Ｌリーグを中心に充実している。Ⅹ削年のアテ

ネオリンピックにおいて，日本女子代表チームがベスト8に進出したことは記憶に新しい。Ｊリー

グや男子日本代表チームの活躍によってサッカーに関心が集まるなか，女子サッカーにおいても人

気・実力共に着実に上昇しており，日本サッカー協会（以下，∬Åとする）によれば，∬Åへの登

録選手数も増加する傾向にある（Ｊ恥2∝姥め。しかし，年代別に登録選手数拠桝年10月末時

点）を比較すると，／ト学生（12α冶人），中学生細田人），高校生（朗79人）となり，特に中学

生の登録者数が大きく落ち込んでいる　恥200肋）。登録者数の落ち込みの要因として，受け皿

となるチームや指導者，さらに参加可能な競技会の不足が挙げられ，こうした環境の未整備が中学

生年代における登録選手数を伸び悩ませている大きな要因であると考えられるが，彼女らの発達段

階を考慮するならば，女子中学生特有の問題との関係が推測される。

女子中学生は一般的に思春期にあたる発達段階にある。神谷（ｌ労7）は思春期が第二次一圃敦の到

来と共に始まるとしている。そして思春期は第二次性徴による身体的変化に精神的発達が伴わず，

動揺や不安を抱える時期でもある。自分の身体と他者の身体を比べたり，自らの身体に対するイメ

ージを強く意識する。特に女子における興味の範囲は，普段身に付けている洋服やヘアスタイルに

も及ぶ。深谷（19鮎）は一般的に思春期にある子どもは非常に外見を気にするとしており，自らの

身体に対するイメージを意識する傾向はスポーツへの参加に際しても認められると予想される。

サッカーは屋外で実施されるコンタクトスポーツである。多くの場合，練習や試合は土のグラウ

ンドで行われ，ボディチャージやタックルが認められていることから，転倒によって擦り傷や切り

傷といった外傷を負うことは少なくない。運動後はグラウンドの土で汚れ，冬期の一時期を除いて

は直射日光により激しく日焼けする。これらのことは，女子中学生が持つ自らの身体に対するイメ

ージにネガティブな影響を及ぼすと考えられる。女子中学生にとってサッカーは魅力あるスポーツ

である反面，受け入れられにくい性質を内在していると推測される。

そこで本研究では，女子中学生の心理的特徴に見合うフットボール競技として，フットサル

肝ＵＴＳＡＬ）に注目する。フットサルは基本的に室内で行われ，ルールによりスライディングタッ

クルやショルダーチャージが禁止されている。このことからフットサルはサッカーと比較して受傷

や日焼けなどが少なく，自らの身体に対するイメージにネガティブな影響を及ぼしにくいと考えら

れる。つまり，非コンタクトスポーツであることや外傷を負いにくい，日焼けしないなどのフット

サルの競技特徴は，サッカーとフットサルのイメージの差異に関係すると考えられる。

本研究では，まず予備調査において本調査で利用するＳＤ尺度に含める形容詞対の選択を行う。

そして本調査1では，サッカー及びフットサルを経験したことのある女子中学生を対象にそれぞれ

のスポーツに対するイメージについて，調査2では一般の女子中学生を対象に参加したいスポーツ

のイメージについて調査を実施する。以上の調査結果をもとに，サッカー及びフットサルの競技特

徴を視点として，女子中学生がサッカー，フットサル，及び参加したいスポーツに対して抱くイメ

ージの差異について検討する。
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2．予備調査

2．1目的

ＳＤ法を利用し，サッカー及びフットサルに対するイメージを調査するための形容詞対を決定す

る。

2．2方法

22．1対象者　サッカーとフットサルのどちらも経験したことのある大学生及び社会人の女性10

名（18｝遁歳，平均21．3歳）であった。

222手続き　ｒサッカー及びフットサルに対するイメージに関する調査」というタイトルで，自

由記述式の質問紙調査が行われた。サッカー及びフットサルに対して抱くイメージを，それぞれ思

いつくだけ記入するよう求めた。なお調査は2α池年9月から10月の間に実施された。

2．3結果

予備調査の結果，サッカーでは合計朝項目，フットサルでは合計28項目の回答が寄せられた。

サッカーに関するイメージでは「激しい」，「日焼けする」，「メジャースポーツ」などの回答が，

フットサルに関するイメージでは「せまい」，「小さい」，「スライディングできない」などの回

答が多く認められた。予備調査から得られた回答を参考に，サッカー及びフットサルの競技経験の

ある本研究者と共同研究者で，項目の選択について合議を行った。合議にあたっては，予備調査の

結果において本研究仮説に合致すると考えられる，「ボディコンタクト」及び「ルックス」に関す

る複数の記述内容が認められたことから両者を表現する項目を含めること，さらに重複回答の多か

ったルールを表現する項目を含めることを申し合わせた。そして，サッカーとフットサルに対する

イメージを測る質問項目として，「痛い－痛くない」，「かたい一柔らかい」，「厳しい－やさし

い」等，「ボディコンタクト」を表現する10項目，「日にあたる一日にあたらない」，「黒し－白

い」，「かわいし－きれい」等，ｒルックス」を表現する10項目，「複経な一単純な」，「大きし－

小さい」，「広い一狭い」等，「ノレール」を表現する10項目，合計刀項目の形容詞対が選択され

た。

3．本調査1

3．1目的

サッカー及びフットサルのどちらも経験したことのある女子中学生が，両競技に対して抱いてい

るイメージを調査する。

3．2方法

32．1対象者　サッカーとフットサルのどちらも経験したことのある公立中学1－3年生の女子生

徒91名であった。その内回答に不備のある1名を除いた知名分の調査結果が分析対象となった。

3ユ2手続き　予備調査を経て選択された30の形容詞対に対して，サッカー及びフットサルそれ

ぞれに対するイメージに基づいて回答するよう求めた。回答は「非常に・やや・どちらでもない・

やや・非常に」の5段階評定で行い，分析に際しては左側から1点～5点と得点化したものを用い
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ることとした。質問次元が重ならないよう項目の配列に配慮し，左右の形容詞対もランダムに入れ

替えられた。なお順序効果を相殺するために，約半数の生徒はサッカーに対する回答が先に，それ

以外の生徒はフットサルに対する回答が先になるよう，順番を入れ替えた質問紙が用意された。調

査は洲年11月から2005年1月の間に実施された。

3．3結果と考察

サッカー及びフットサルに対するイメージの平均値と標準偏差を表1左に示した。ｔ検定を行っ

表1サッカー，フットサル及びＦスポーツに対するイメージの平均値と標準偏差

ＮｏＩｔｅｍ Ｓｏｃｃｅｒ Ｆｕｔｓａｌ Ｆ－ＳＰＯｒｔ

1強い－弱い

2　やさしい一厳しい

3　単純な一複雑な

4　暖かい－すずしい

5　ハデな－ジミな

6　かわいい－きれい

7　ゴツゴツした－フワフワした

音　大きい一小さい

9　やわらかい－かたい

10　激しい－おだやかな

11　こじんまりした－のびのびした

12　黒い一白い

13　男性的な一女性的な

14　荒々しい一弱々しい

15　日にあたる一日にあたらない

16　しっかりした一おっとりした

17　はなやかな一落ちついた

相　せまい－広い

19　さらさらした－しっとりした

20　大胆な－しんちょうな

21流行した一昔からある

22　痛い一痛くない

23　カサカサした－ヌルヌルした

24　多い一少ない

25　離れた－ひっついた

26　汚れない一汚れる

27　暑い一寒い

2忍　ダラダラした－きっちりした

29　遠い一身近な

30　楽しい一兵剣な

1．99（1．14）

4．01（．糾）

3．82（1．01）

2．39（，96）

2．30（．91）

3．19（．63）

2．39（．93）

2．12（．79）

3．37（．紗）

1．5‘（．7幻

3．94（．90）

2．50（．95）

2．亜（ｌ．02）

2．02（．75）

1．55（．79）

1．97（．糾）

2．67（1．01）

4．52（．69）

2．94（．72）

2．34（1．07）

3．10（1．51）

2．06（．9＄）

2．72（．67）

2．01（．幻）

3．01（．93）

4．26（1．17）

1．96（．97）

3．67（1．01）

3．71（1．ＯＳ）

2．43（1．57）

2．63（1．00）

3．19（1．00）

3．46（1．02）

2．73（．96）

2．名9（．96）

2．糾（．75）

2朋（．92）

3．53（．94）

2．鍋（．ぎ6）

2．49（1．19）

3．Ｏｇ（1．23）

3．19（．99）

3．16（．97）

2．餌（．95）

3．23（1．36）

2．§6（．9幻

2．99（．94）

2．24（1．11）

2．97（．74）

3．03（1．20）

2．51（1．09）

2．左7（ｌ．1宝）

2．Ｓ7（．72）

3．33（．95）

3．32（．河
2．59（1．3害）

2．20（．93）

3．57（．91）

3．59（．93）

1．96（1．23）

2．別（．93）

3．14（．97）

2．Ｓｌ（1．01）

2．72（．99）

2．93（．7§）

3．12（．7左）

3．20（．81）

2．9左（．77）

2．94（．95）

2．66（1．22）

3．62（．93）

3．40（．94）

3．26（．94）

2．69（．79）

3．06（1．26）

2．昭（．9§）

3．00（．96）

3．69（．95）

．招（．66）

2．糾（，99）

3．25（1．10）

3．15（1．2ｇ）

2．9＄（．45）

2．94（．79）

2．ｇ害（．91）

2．63（1，20）

2．4ｇ（．94）

2．97（．Ｅ7）

3．02（．ｇ5）

2．41（1．43）

Ｍ（ＳＤ）



鳥取大学大学教育総合センター紀要　第　3　号（2006） 5

た結果，26項目で平均値に有意差が認められた（表2左）。

サッカーとフットサルは極めて共通性の高いフットボール競技でありながら，ボールの大きさか

ら競技時間，選手交代に至るまで多くの相違点が認められ，両競技の独自性が明らかになった。

表2　サッカー，フットサル及びＦスポーツに対するイメージの差異

Ｎｏ Ｉｔｅｍ
Ｓｏｃｃｅｒ　／　　Ｆｕｔｓａｌ　；Ｓｏｃｃｅｒ　　／　　Ｆ－ＳｐＯｒｔ ／　　Ｆｕｔ5ａｌ

ｔ ｔ

1　強い一弱い

2　やさしい一厳しい

3　単純な－複雑な

4　暖かい－すずしい

5　ハデな－ジミな

6　かわいい－きれい

7　ゴツゴツした－フワフワした

Ｓ　大きい一小さい

9　やわらかい－かたい

10　激しい－おだやかな

11　こじんまりした－のびのびした

12　黒い－白い

13　男性的な一女性的な

14　荒々しい一弱々しい

く　4．73＊＊

＞　7．1害＊＊

＞　2．79＊＊

＜　2．ｇ4＊＊

＜　4．65＊＊

＞　3．19＊＊

＜　5．ＯＳ＊＊

＜10．0富＊＊

＞　4．60＊＊

＜　6．57＊＊

＞　5．37＊＊

＜　5．‘0＊＊

＜　5．24＊＊

＜　6．36＊＊

15　日にあたる一日にあたらない　　　　　　　　＜　9．，9…

16　しっかりした一おっとりした　　　　　　　　＜　6ノは＊＊

17　はなやかな－落ちついた

1害　せまい一広い

19　さらさらした－しっとりした

20　大胆な－しんちょうな

21　流行した一昔からある

22　痛い－痛くない

23　カサカサした－ヌルヌルした

24　多い－少ない

2主　離れた－ひっついた

26　汚れない一汚れる

27　暑い一寒い

＜　2．71＊＊

＞14．Ｓ7＊＊

＝　．23

く　4．25＊＊

＞　3．Ｏｇ＊＊

＜　5．97＊＊

＝　1．52

＜10．56＊＊

＜　2．03＊

＞　9．55＊＊

＜　2．相＊

2ｇ　ダラダラした－きっちりした　　　　　　　＝　．絹

29　遠い一身近な　　　　　　　　　　　　　　＝　．93

30　楽しい一兵剣な　　　　　　　　　　　　　＞　2．99＊＊

＜　5．毛5＊＊

＞　6．92＊＊

＞　7．30＊＊

＜　2．47＊

＜　5．5ヱ＊＊

＝　．74

＜　6．82＊＊

＜　ｇ．09＊＊

＝　1．32

＝　．37

＜　4．70＊＊

＝　．05

＝　．37

＞　2．59＊■

＝　1．89

＜　4．71＊＊

＞　3．36…　　　　　　＝　．4富

＜　7．59＊＊

＞　2．62＊■

＜　6，99＊＊

＜　5．99＊＊

＜　6．29＊＊

＜10．0＄＊＊

＜　4．00＊＊

＜　2．49＊＊

＞　7．11＊＊

＝　．71

＜　3．61＊＊

＝　1．03

＞　3．69＊＊

＝　1．63

＝　．81

＝　．96’

＝　．96

＜　2．87＊＊

＝　．09

＞10．36＊＊

＝　．94

＝　1．27

＝　．ｇ4　　　　　　　＞　4．94＊＊

＜　6．害1＊＊

＜　3．47＊＊

＜　8．36＊＊

＝　1．08

＞　9．9ｇ…

＜　3．99＊＊

＞　5．48＊＊

＞　5．32＊＊

＝　．09

＝　1．64

＝　1．49

＜　3．35＊＊

＜　3．60＊＊

＝　．24

＞　2．16■＊

＜　4．91＊＊

＜　4．71■■

＞　2．4害＊■

…ｐ＜．01，＊ｐく05
Ｔｗｏ1扇1ｅｄｔｅｓｔ
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4．本調査2

4．1目的

一般的な女子中学生がこれから参加したいスポーツ（以下，希望スポーツとする）に対して抱い

ているイメージについて，本調査1で使用したサッカ「及びフットサルに対するイメージを測る質

問紙を基に調査し，希望スポーツ及びサッカー，フットサルに対するイメージの差異を検討する。

4．2方法

4ユ1対象者　公立中学校に通う中学1“3年生の女子生徒131名であった。その内回答に不備の

ある1名を除いた130名分の調査結果が分析対象となった。なお，本調査2の対象者は本調査1の

対象者とは異なる。また，両調査の対象者が通う中学校では，運動部活動として女子サッカー及び

女子フットサルを実施していなレ㌔従って，本調査1の対象者に体育の授業以外におけるサッカー

及びフットサルの経験があることを除けば，本調査2の対象者との間にサッカー，フットサルに関

する環境に，特別な違いは認められないと推測される。

422手続き　本調査1で使用された形容詞対を用いて，希望スポーツをイメージした上で質問紙

に回答するよう求めた。従って，本研究から得られる希望スポーツに対するイメージは，サッカー

及びフットサルのイメージに基づいて評定されたイメージを指している。回答及び得点化について

も調査1と同様に実施された。調査は2∝姥年11月から12月の間に実施された。

4．3結果と考察

希望スポーツに対するイメージの平均値と標準偏差を表1右に示した。希望スポーツとサッカー

及び，希望スポーツとフットサルのそれぞれについてｔ検定を行った結果，希望スポーツとサッカ

ーでは25項目で平均値に有意差が認められたにも関わらず，希望スポーツとフットサルでは13項

目に留まった（表2右）。このことから，全体的に見た場合，女子中学生にとってはサッカーより

もフットサルの方が希望スポーツのイメージに近いことが明らかになった。】方で，上記13項目

の内，希望スポーツとフットサルの間にのみ差が認められた項目は「離れた－ひっついた」，「か

わいし－きれい」，「楽しい項　りな」，「流行した一昔からある」の4項目であった。これらの項

目はサッカーの方が希望スポーツのイメージに近い側面があることを示している。表中の健から女

子中学生にとっての希望スポーツは，フットサルよりも昔からあり，真剣なスポーツであることが

読みとれる。さらに，「離れた」，「きれい」への偏りは，思春期の生徒が示す保護される立場か

らの独立や自立への欲求とも関係していると推測される。これらの点においてサッカーはフットサ

ルよりも女子中学生に受け入れられやすいと言える。また波多野（19％）が指摘するように低年齢

から運動不足状態にあるなかで，女子中学生がスポーツに対して楽しさよりも真剣な取り組みを求

めている事実は，スポーツの実施に際して，競技能力の向上やチームの勝利などの目標を設定し，

真剣にスポーツに参加できる環境を整えることの重要性を表していると考えられる。

希望スポーツとサッカーの間にのみ差が認められた項目は16項目であった。これら16項目の間

には互いに関連する要因が含まれていると推測されたことから，希望スポーツに関するデータをも

とに因子分析（バリマックス回転）を行った。固有値の落差と解釈のしやすさから3因子を選択し

た上で，共通性の低い3項目を除いて再度因子分析を行った（表3）。分析の結果抽出された第1

因子は，「やわらかレーかたい」，「ゴツゴツした－フワフワした」，「痛し－痛くない」などボデ
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イコンタクトに関する項目から，第2因子は「荒々しい一弱々しい」，「激しい－おだやかな」，

「大胆な－しんちょうな」など活動性に関する項目から，第3因子は「汚れないづ与れる」，「日に

あたる一日にあたらない」，「黒し－白い」などルックスに関する項目から構成されていた。

表3 Ｆスポーツとサッカーの間にイメージの差異が認められ
た項目の因子分析結果

Ｉｔｅｍ　　・－ＦＩＦ誠ｔ雫ヤ？ＲＦＬ＿＿ぜ

9　やわらかい－かたい

7　ゴツゴツした－フワフワした

22　痛い一痛くない

13　男性的な一女性的な

2　やさしい一厳しい

14　荒々しい一弱々しい

10　激しい－おだやかな

20　大胆な－しんちょうな

5　ハデな－ジミな

17　はなやかな一落ちついた　　　　　　㌔03

．11　．17　．65

．00　　．19　．50

．20　　．17　．50

．17　　．41　．57

－．10　　．14　．31

．16　．70

．09　．75

．21　．48

－．22　．43

－．22　．37

26　汚れない一汚れる　　　　　　　　　－．09　　－．15

15　日にあたる一日にあたらない　　　－．19　．00

12　黒い一白い　　　　　　　　　　　　．24　　－．05

ＥｉｇｅＩⅣｄｕｅ　　　　　　　　　　　　3．07　1．害4　1・55

％ｏｒｖａｒ　　　　　　　　　　　　　　　　21．14　16．害114．30

希望スポーツとサッカーの間に差が出た項目において以上の3因子が抽出されたことから，一般

的な女子中学生が参加したいスポーツとサッカーの競技特徴との間には，ボディコンタクト，活動

性，ルックスにおける差が含まれていると推測された。ボディコンタクト因子を構成する項目の平

均値は，希望スポーツの方がサッカーよりも痛くなく，女性的な方向に偏っていた。サッカーと同

様にボディコンタクトの激しいフットボール競技であるラグビーは危険度の高いスポーツと考えら

れ，体格的・体力的発達の途上にある小学生や中学生，そして特に女子には不向きだと考えられて

きた。しかし中川ら（ⅩＸ力）は，近年タッチラグビーやタグラグビーというボディコンタクト要素

を排除したラグビーゲームが紹介されたことにより，ラグビーは老若男女を問わない新しいゲーム

として次第に普及し始めたとしている。ボディコンタクト要素の少ないフットサルは，接触プレー

を恐れる小学生や女子生徒などにとって，サッカーよりも取り組みやすいと考えられる。活動性因

子を構成する項目の平均値は，希望スポーツの方がサッカーよりも落ち着いた，おだやかな方向に

偏っていた。活動性因子はボディコンタクトやルックスとの関係が想定されていた項目から構成さ
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れているが，項目に含まれる活動的なイメージを中心に収束したと推測される。サッカーでは運動

量を参加者の身体的な発達段階に合わせるために，いくつかの年代ごとにコートの大きさや時間の

設定が行われている。しかし分析結果は，一般的な女子中学生にとってサッカーは活動性の高いス

ポーツとして敬遠される可能性があることを示している。サッカーの実施にあたっては，参加者の

活動性を十分考慮に入れた上で，適切な時間やスペースを選択する必要があると考えられる。ルッ

クス因子を構成する項目の平均値は希望スポーツの方がサッカーよりも汚れず，目にあたらず，白

い方向に偏っていた。増島（1朔）は，日本代表選手であっても試合への出場に際して日焼け止め

を塗るなど，ルックスに気を配っていることを指摘している。実際にサッカーは屋外での練習がほ

とんどであり，日焼けや外傷によるルックスへの影響は少なくない。思春期にある女子中学生は自

らの身体に対するイメージを重視することから，ルックスに対してネガティブな影響を与えるサッ

カーは，女子中学生にとって受け入れられにくい性愛を内在していると考えられた。

ところで，「ルール」を表現すると想定された10項目は上記3因子に含まれなかった。一般的

にルールはスポーツのイメージに少なからず関係すると考えられる。しかし，参加者の視点から見

た場合，グラウンドの広さやボールの大きさといったルール自体よりも，ノレールに基づいて表現さ

れるプレーに注意が向くことから，スポーツのイメージに対するノレーノレ自体の影響は限定されるの

ではないかと推察された。

5．結論と展望

本研究の目的は，サッカー及びフットサルの競技特徴を視点として，女子中学生がサッカー，フ

ットサル，及び参加したいスポーツに対して抱くイメージの差異を検討することであった。本研究

の結果，女子中学生が参加したいスポーツのイメージはサッカーよりもフットサルのイメージに近

いことが明らかになった。そして女子中学生が参加したいスポーツのイメージとフットサルのイメ

ージの近軌及びサッカーのイメージとの相違には，ボディコンタクト，活動性，ルックスの各次

元が関係していることが推察された。本研究では他の発達段階や男子生徒を対象とした調査を実施

していないため，本結果が思春期女子においてのみ認められるものなのかどうかについては不明で

あるものの，心理的な発達段階や性別によって，スポーツへの参加において重視されるイメージが

異なることは想像に難くない。∬Å（1朔）は児童期から成人期までの選手育成システムの確立に

おいて，早くから身体的な発達段階に注目し，それぞれの段階に沿った強化の必要性を主張してき

た。しかし指導者に必要な資質として，参加者の心理的発達段階を理解する内容が含められたのは

極めて最近である。サッカー選手の心理的側面に関する研究が，血喝ｅｄｄ．（Ⅹ00）やＭ弧訂ｄｄ．

（2α叫）に見られるように，競技能力とパーソナリティの関係を扱った研究やスポーツマンシップ

に関する研究を中心に発展してきたことも要因の一つであろう。いわゆるゴールデンエイジ（9歳

－12歳頃）を過ぎてからの数年間は，グループやチーム戦術を学習する上で非常に重要な時期で

あるが，心理的発達段階からすれば一生の中で最も不安定な時期と一致する。本研究で扱われたル

ックスは，思春期女子の心理を象徴する問題であるが，特に成人男性の指導者にとっては理解が及

びにくい内容であると言える…思春期に限らず参加者の人生を視野に入れ，心理的発達段階に焦点

を当てた研究の発展が望まれる。
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